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街
へ
、世
界
へ
―
―

存
在
感
を
発
信

特集
Special Section

岡
山
大
学
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
た
、
森
田
潔
学

長
の
「
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
発
表
か
ら
１
年
。
岡
山
と

い
う
都
市
で
、
そ
し
て
世
界
で
存
在
感
を
発
揮
す
る

た
め
、
岡
山
大
学
は
変
化
を
始
め
て
い
る
。
改
革
加

速
へ
、
今
年
は
ま
さ
に
「
勝
負
の
年
」
と
な
る
。



コミュニケーションシンボル
【Inteligence OU】

岡山の「O」、総合大学の「U」をデザ
インのモチーフにしています。
全体のフォルムは、常に世界に向かっ
て開かれる「知の扉」を表現しており、
岡山から「知のコミュニケーション」が
始まってゆく様をイメージしています。
ブルーを中心とした色調は、岡山大学
の叡智を表現するとともに、瀬戸内の
空や海を象徴しています。

ICHO NAMIKI No.65●いちょう並木 3いちょう並木●No.65ICHO NAMIKI 4

いちょう並木編集長
後藤　邦彰

（工学部教授）

Interviewer

同副編集長
林　　　創

（教育学部准教授）

特集
Special Section

大学の針路
― 

学
長
に
就
任
さ
れ
た
時
に
打
ち
出
し
た
森

田
ビ
ジ
ョ
ン
。
１
年
間
の
進
展
具
合
は
。

変
化
を
起
こ
す
の
は
想
像
以
上
に
難
し

か
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
だ
が
、
い
っ
た
ん

動
き
出
す
と
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
は
上
が
る
。

車
で
い
え
ば
最
初
の
１
年
は
ロ
ー
ギ
ア
の
時

代
。
も
う
す
ぐ
ド
ラ
イ
ブ
に
入
れ
る
時
が
く

る
。
変
化
が
目
に
見
え
る
と
、
み
ん
な
納
得

し
て
変
化
へ
の
抵
抗
感
が
な
く
な
る
。
こ
の

１
年
間
が
勝
負
だ
。

― 

昨
年
の
「
い
ち
ょ
う
並
木N

o.62

」
で
、

学
長
特
別
補
佐
で
あ
る
建
築
家
ユ
ニ
ッ
ト

「
S
A
N
A
A
（
サ
ナ
ア
）」
の
妹
島
和
世

さ
ん
、
西
沢
立
衛
さ
ん
に
、
新
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
を
伺
っ
た
。
具
体
化
し
て
い
る
か
。

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
台
に
立
っ
た
と
こ
ろ
。

妹
島
さ
ん
、
西
沢
さ
ん
か
ら
提
言
を
受
け
、

今
後
学
内
委
員
会
で
議
論
し
て
い
く
。
鹿
田

地
区
は
４
０
０
～
５
０
０
人
規
模
の
集
会
が

で
き
る
ホ
ー
ル
、
津
島
地
区
は
カ
フ
ェ
を
き
っ

か
け
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
美
し
く
作
り

か
え
る
。

津
島
の
問
題
は
、
道
路
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を

三
つ
に
分
離
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
を
一
体

化
し
て
中
央
を
公
園
化
、
市
民
も
入
れ
る
カ

フ
ェ
を
作
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
球
場
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
学
部
ご
と
に
分
散
し
て
い
る

施
設
を
集
約
し
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に

整
備
し
た
い
。
計
画
実
現
に
は
10
年
、
20
年

か
か
る
が
、
今
年
は
南
北
、
東
西
道
路
周
辺

に
目
に
見
え
る
変
化
を
起
こ
す
。

― 

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
に
関
連
し
て
、
市
民
が

自
由
に
大
学
内
へ
入
っ
て
く
る
こ
と
に
抵

抗
感
が
あ
る
教
職
員
や
学
生
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
。

ま
ず
は
学
生
や
教
職
員
が
街
へ
出
て
行
く

環
境
を
作
り
た
い
。
６
月
に
、
岡
山
県
総
合

福
祉
会
館
（
岡
山
市
北
区
石
関
町
）
内
に
、

大
学
の
存
在
感
を
発
信
す
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ

ン
パ
ス　

城
下
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
で
き
た
。

大
学
の
情
報
が
何
で
も
手
に
入
る
カ
フ
ェ
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
い
ず
れ
は
教
員
が
市
民

に
講
義
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
。
大

学
も
病
院
も
特
別
な
場
所
で
は
な
く
、
可
能

な
限
り
オ
ー
プ
ン
に
す
る
。

― 

建
築
家
を
学
長
特
別
補
佐
に
起
用
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
依
頼
す
る
の
は

斬
新
。
起
用
の
意
図
は
。
ま
た
２
人
が
提

言
す
る
「
大
学
と
地
域
の
調
和
」
に
向
け
、

地
域
と
の
連
携
は
進
ん
で
い
る
か
。

学
長
特
別
補
佐
と
い
う
公
的
な
立
場
な
ら

助
言
を
受
け
や
す
く
、
学
内
に
も
説
得
力
が

あ
る
と
思
っ
た
。
提
言
を
聞
く
と
、
大
学
作

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
私
の
考
え
に
も
非
常
に

近
か
っ
た
。
サ
ナ
ア
の
存
在
は
、
外
部
の
人

に
岡
山
大
学
に
注
目
し
て
も
ら
う
良
い
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

私
自
身
が
岡
山
県
出
身
で
、
岡
山
を
盛
り

上
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
打
ち
出
し
た
学

都
構
想
。
サ
ナ
ア
の
２
人
も
大
学
と
都
市
の

融
合
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
岡
山
は
欧
米

の
都
市
の
よ
う
に
大
学
が
存
在
感
を
示
せ
る

都
市
。
駅
か
ら
歩
い
て
こ
ら
れ
る
距
離
に
こ

れ
だ
け
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
大
学
は

ほ
か
に
な
く
、
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

存
在
感
を
高
め
る
に
は
産
学
官
一
体
化

が
必
須
。
産
業
界
と
は
経
済
同
友
会
に
入
り

結
び
つ
き
を
強
め
て
い
る
。
地
域
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
（
A
G
O
R
A
）
の
活
動
も
始
ま

り
行
政
と
の
関
係
を
深
め
た
い
が
、
ま
だ
敷

居
が
高
い
。
将
来
は
大
学
へ
の
強
い
愛
着
を

持
っ
た
卒
業
生
に
知
事
や
市
長
に
な
っ
て

も
ら
い
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
期
待
し
た
い
。

A
G
O
R
A
な
ど
を
核
に
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

と
し
て
知
識
を
蓄
積
し
て
行
政
に
関
与
し
て

い
き
た
い
。

― 

昨
年
10
月
に
初
め
て
開
催
し
た
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
も
含
め
て
、
大
学
同
窓
会
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

大
学
の
力
を
社
会
に
示
す
に
は
、
可
能
な

限
り
自
前
で
や
る
こ
と
が
必
要
。
運
営
費
交

付
金
な
ど
で
お
上
の
顔
色
を
う
か
が
っ
て
ば

か
り
い
て
は
や
り
た
い
こ
と
は
で
き
な
い
。

学
生
と
教
職
員
に
加
え
、
同
窓
生
、
市
民
を

味
方
に
す
れ
ば
、
外
圧
に
対
し
て
毅
然
と
戦

え
る
。
最
近
で
は
「
国
立
大
学
が
多
す
ぎ
る
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
が
、
国
に
頼
っ
て
い

て
は
従
う
し
か
な
く
な
る
。
研
究
室
ご
と
に

同
窓
生
と
連
携
し
て
寄
付
や
研
究
資
金
を
集

め
る
力
を
高
め
、
大
学
全
体
が
力
を
持
つ
こ

と
が
必
要
だ
。

― 

大
学
の
力
を
結
集
す
る
求
心
力
の
中
心
と

し
て
、
今
年
４
月
に
使
用
が
始
ま
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ボ
ル
。
そ
の
意

図
は
。

現
状
で
は
単
科
大
学
の
集
ま
り
の
よ
う
な

岡
山
大
学
が
、
一
つ
に
な
っ
て
力
を
発
揮
す

る
た
め
に
、
み
ん
な
が
信
頼
を
持
て
る
共
通

の
シ
ン
ボ
ル
を
作
り
た
か
っ
た
。
O
D
マ
ー

ク
で
は
大
学
の
「
Ｄ
」
が
外
国
人
に
伝
わ
ら

な
い
の
で
、
国
際
化
時
代
に
合
わ
せ
O
U
に

し
た
。
積
極
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

― 

森
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
世
界

と
の
連
携
、
世
界
を
見
据
え
た
人
材
輩
出

は
ど
う
考
え
る
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
大
学
の
使
命
だ
が
、
か

な
り
遅
れ
て
い
る
。
岡
山
大
学
で
は
外
国
か

ら
の
留
学
生
は
現
在
約
５
０
０
人
。
少
な
す

ぎ
る
の
で
６
年
で
倍
増
し
た
い
。
４
月
に
は

留
学
生
の
６
割
を
占
め
る
中
国
に
、
北
京
事

務
所
を
開
設
。
今
後
は
要
望
の
多
い
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
開
き
た
い
。

教
職
員
の
海
外
渡
航
回
数
が
、
同
一
規
模

の
広
島
大
学
な
ど
に
比
べ
半
分
く
ら
い
な
の

も
問
題
。
海
外
の
学
会
で
発
表
す
る
際
、
旅

費
の
支
給
回
数
な
ど
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

教
授
も
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
長
期
研
修
）
制
度

な
ど
で
、
１
か
月
く
ら
い
海
外
で
充
電
し
た

方
が
い
い
。

世
界
標
準
語
で
あ
り
避
け
て
通
れ
な
い
英

語
教
育
も
遅
れ
て
い
る
。
岡
山
大
学
に
入
れ

ば
英
語
が
身
に
つ
く
環
境
に
し
た
い
。
海
外

へ
行
く
機
会
を
増
や
す
た
め
、
ア
メ
リ
カ
・

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
連
携
校

を
増
や
す
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

今
の
学
生
は
内
向
き
と
言
わ
れ
る
が
、
私

た
ち
の
学
生
時
代
と
違
い
、
海
外
に
は
よ
く

行
っ
て
い
る
。
た
だ
旅
行
と
滞
在
は
意
味
が

違
う
。
滞
在
の
苦
労
こ
そ
が
大
事
だ
。
私
自

身
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
２
年
間
滞
在
し
、
人
生

が
変
わ
っ
た
。
留
学
は
自
分
自
身
を
一
回
り

大
き
く
さ
せ
、
後
輩
た
ち
に
海
外
滞
在
の
大

切
さ
を
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
そ
う
い
う
人
材
が
増
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

昨年4月の就任以来、次々と改革の風を吹かせている森田潔学長。
大学という “ 巨大船 ” の船長として、岡山大学をどのような方向
に導くのか。1年間を振り返るとともに、今後の展望を聞いた。

●学長に聞く―――
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編 集 長▶後藤　邦彰（工学部教授）
副編集長▶林　　　創（教育学部准教授）

司会進行

大
学
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に

文
理
の
境
な
い
教
養
教
育
を

学
生
の
集
ま
れ
る
場
が
必
要

卒業生が
誇れる大学に

高橋　和●たかはし のどか
文学部人文学科　４年

片岡　英子●かたおか ひでこ
法学部法学科　４年

須田　康友●すだ やすとも
文学部人文学科　４年

特集
Special Section

― 

学
生
と
学
長
が
話
す
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。

ま
ず
学
長
に
質
問
が
あ
れ
ば
。

須
田
▼
1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

森
田 

▼
毎
朝
７
時
半
ご
ろ
大
学
病
院
に
行
き
、

10
時
か
ら
は
津
島
の
学
長
室
に
移
り
夕
方

ま
で
執
務
。
毎
週
木
曜
午
後
は
神
戸
に
行

き
、
麻
酔
科
学
会
事
務
局
で
理
事
長
と
し

て
仕
事
を
す
る
。

片
岡 

▼
津
島
、
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
体
化
し

た
い
と
聞
い
た
。
特
に
私
は
文
系
な
の
で

鹿
田
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
一
体
感

を
出
す
た
め
に
何
が
必
要
か
。

森
田 
▼
地
理
的
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
精

神
的
に
も
分
か
れ
て
い
る
。
大
学
全
体
で

力
を
発
揮
す
る
た
め
、「
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」

内
の
北
、
南
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
名
称
案

も
考
え
て
い
る
。
両
地
区
を
結
ぶ
交
通
機

関
も
必
要
。
バ
ス
は
岡
山
駅
と
鹿
田
間
を

毎
日
運
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
鹿
田

～
駅
～
津
島
を
毎
日
往
復
す
る
ル
ー
ト
が

ほ
し
い
。
将
来
的
に
は
電
車
も
で
き
れ
ば

い
い
が
。
津
島
の
学
生
が
気
軽
に
行
け
る

よ
う
、
大
学
病
院
を
学
生
無
料
に
し
た
ら

ど
う
か
。
鹿
田
に
ホ
ー
ル
を
造
る
計
画
も

あ
る
の
で
ぜ
ひ
使
っ
て
ほ
し
い
。

高
橋
▼
大
学
間
の
連
携
は
進
ん
で
い
る
か
。

森
田 

▼
今
は
広
島
、
神
戸
大
学
な
ど
同
規
模
の

国
立
大
学
と
交
流
を
模
索
し
て
い
る
。
広

島
大
学
と
は
長
年
ラ
イ
バ
ル
関
係
だ
っ
た

が
、
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
よ
う
理
事
同

士
で
会
合
を
行
っ
て
い
る
。
岡
山
大
学
と

同
じ
「
旧
六
」
と
言
わ
れ
る
新
潟
、
金
沢
、

千
葉
、
熊
本
、
長
崎

大
学
と
も
連
携
で

き
な
い
か
模
索

中
。
出
身
教
員

が
多
い
旧
帝
大
の

京
都
大
学
と
も
組

め
た
ら
と
構
想
し
て

い
る
。
他
大
学
の
講
義

を
受
講
で
き
る

仕
組
み
が
で
き

れ
ば
い
い
。

― 

学
生
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
大
学
に
す
る

た
め
ど
こ
を
改
善
し
た
ら
よ
い
か
。

高
橋 

▼
一
般
教
養
棟
に
あ
る
自
学
自
習
ス
ペ
ー

ス
・W

aku
2

（
ワ
ク
ワ
ク
）
ス
ク
エ
ア
。「
意

欲
や
ア
イ
デ
ア
が
わ
く
」と
い
う
意
味
だ
っ

た
と
思
う
が
、「
通
り
抜
け
禁
止
」
や
「
静

か
に
」
な
ど
注
意
書
き
が
増
え
、
学
生
同

士
で
議
論
し
に
く
い
。
複
数
の
大
学
が
集

ま
る
活
動
を
し
た
時
も
学
内
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
場
所
が
な
か
っ
た
。
授
業
外
に
集
ま

れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
学
生
が
主
体

的
に
学
ぶ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
も

つ
な
が
る
。

片
岡 

▼
も
っ
と
勉
強
場
所
の
確
保
を
。
テ
ス
ト

期
間
中
は
図
書
館
に
人
が
あ
ふ
れ
、
い
す

も
少
な
い
。
法
学
部
で
は
判
例
や
学
説
の

解
釈
で
議
論
が
必
要
だ
が
、
図
書
館
の
個

室
も
テ
ス
ト
時
期
は
空
い
て
い
な
い
。

高
橋 

▼
図
書
館
も
、
鹿
田
地
区
は
24
時
間
開
い

て
い
る
そ
う
だ
が
、
津
島
で
も
ぜ
ひ
実
現

し
て
ほ
し
い
。

森
田 

▼
集
ま
っ
て
議
論
し
て
い
る
学
生
が
少
な

い
の
で
は
な
く
、
集
ま
る
場
所
自
体
が
学

内
に
少
な
か
っ
た
の
か
。
本
来
図
書
館
は

そ
う
い
う
役
割
を
担
う
場
所
だ
が
、ス
ペ
ー

ス
に
限
り
が
あ
る
。
一
方
で
キ
ャ
ン
パ
ス

は
広
い
の
に
有
効
に
活
用
で
き
て
い
な
い
。

一
般
教
養
棟
の
利
用
率
を
調
べ
た
ら
、
実

は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
る
。
無
駄
な
講
義
室
を
ま
と
め
て
整
理

し
た
ら
、
学
生
が
集
ま
る
場
所
に
組
み
替

え
ら
れ
る
の
で
は
。
津
島
に
カ
フ
ェ
を
作

る
プ
ラ
ン
も
あ
る
の
で
、将
来
的
に
は
も
っ

と
集
い
や
す
く
な
る
と
思
う
。

―
教
養
科
目
は
意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
か
。

片
岡 

▼
勉
強
と
い
う
よ
り
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
。

た
だ
理
系
科
目
の
履
修
は
大
変
だ
っ
た
。

教
授
が
2
週
ご
と
に
替
わ
る
授
業
で
、
中

に
は
理
系
向
け
に
化
学
式
を
ひ
た
す
ら
ス

ラ
イ
ド
で
流
す
先
生
も
い
た
。
興
味
は
あ

る
が
、
文
系
に
も
分
か
る
よ
う
に
教
え
て

ほ
し
い
の
が
本
音
。

須
田 

▼
知
識
が
い
ろ
い
ろ
増
え
、
世
界
が
広
が

る
感
じ
が
し
た
。
初
級
外
国
語
に
つ
い
て

は
も
う
少
し
教
養
科
目
で
強
制
的
に
勉
強

さ
せ
た
方
が
い
い
と
思
う
。
僕
自
身
は
専

門
科
目
で
補
っ
た
が
、「
初
級
単
位
だ
け
と

れ
れ
ば
い
い
」
で
は
身
に
つ
か
な
い
。

森
田 

▼
教
養
教
育
は
こ
れ
か
ら
大
改
革
す
る
。

特
に
英
語
教
育
は
単
位
が
少
な
す
ぎ
る
の

で
倍
増
し
た
い
。
英
語
教
育
＝
グ
ロ
ー
バ

ル
化
で
は
な
い
と
い
う
人
も
い
る
が
、
今

の
学
生
は
日
本
企
業
に
就
職
し
て
も
、

「
日
本
国
内
だ
け
で
働
き
英
語
は
必
要
な

い
」
と
い
う
時
代
で
は
な
い
。
入
学
直
後

の
T
O
E
I
C
が
高
得
点
だ
っ
た
人
は
、

も
っ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
組
み

に
す
る
。
本
来
教
養
は
文
系
・
理
系
共
通

だ
が
、
今
は
文
理
が

分
か
れ
す
ぎ
て
い
る
。

も
っ
と
互
い
に
近
付

か
な
け
れ
ば
。

― 

卒
業
後
も
誇
れ
る
大
学
に
す
る
た
め
、
学
長

に
要
望
を
。

森
田 

▼
岡
山
大
学
は
京
都
、
大
阪
に
も
近
く
、

キ
ャ
ン
パ
ス
も
市
街
地
に
あ
り
抜
群
の
立

地
。
海
外
の
学
生
も
注
目
し
て
い
る
。
し

か
し
「
マ
イ
ナ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」

と
出
身
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
卒
業
生
も
い

る
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
ど
う
す
れ
ば

岡山大学で学ぶ学生たちは、大学に対してどんなイメージを
抱いているのか。キャンパスや授業の現状と未来について、
学生3人と森田潔学長が率直に意見を交わした。

誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ア
イ

デ
ア
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

須
田 

▼
岡
山
大
学
が
全
国
初
で
取
り
組
む
な
ど
、

パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
れ
ば
絶
対
自
慢
で
き
る
。

東
大
の
「
秋
入
学
」
の
よ
う
な
衝
撃
的
な

も
の
を
期
待
し
て
い
る
。

片
岡 

▼
特
徴
的
な
授
業
や
研
究
が
あ
れ
ば
、
説

明
す
る
時
に
わ
か
り
や
す
い
。

高
橋 

▼
岡
山
大
学
発
の
学
生
発
案
型
授
業
な
ど

良
い
も
の
も
あ
る
が
、
学
生
自
身
も
も
っ

と
学
内
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
必
要
。
知

れ
ば
も
っ
と
学
外
に
自
慢
で
き
る
。

森
田 

▼
皆
さ
ん
し
っ
か
り
と
意
見
が
あ
る
。
皆

さ
ん
の
よ
う
な
学
生
が
卒
業
し
て
い
け
ば
、

岡
山
大
学
が
社
会
に
誇
れ
る
大
学
に
な
る

の
で
は
。
ぜ
ひ
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
。

●学長と学生が語る―――


